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「し尿処理場建設起正式」

昨年11月 から土地造成に着手し

ていた高江区のし尿処理場新設敷

地内で、23日 、午前11時すぎから

本体工事の起正式が行われた。

起正式には主催者の工事請負業

者のほか、田中虎市市長をはじめ

市議、地元関係者など約70人が出

席した。新処理場の敷地面積8.83

2平方メー トル、管理棟202平方

メートル、処理棟1.223平 方メート

ルで、総事業費は約 9億 8千万円。

来年秋完成の予定。 〔写真は起エ

式で鎌入れする田中市長〕

|=‐。(

■

こ

よ

み

■

１
日
　
防
災
の
日

６
日
　
農
業
委
員
会

９
日
　
筑
後
ま
つ
リ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

〈
雰

Ｈ
日
　
竹猟
後
ま
つ
り
　
□
福
祉
バ
ザ
ー

‐５
日
　
敬
老
の
日

溝
口
か
ま
ど
神
社
千
燈
明
祭

‐９
日
　
県
民
体
育
大
会

２０
日
　
行
政
区
長
会

２．
日
　
秋
の
交
通
安
全
運
動
は
じ
ま
る

２２
日
　
老
人
福
祉
大
会

２３
日
　
秋
分
の
日

２４
日
　
定
例
市
議
会
は
じ
ま
る
（予
定
）

〔定
例
講
座

。
学
級
〕
み
の
り
の
大
学

（
２７
日
）、
保
健
福
祉
学
級

（
２４
日
）、
勤

労
婦
人
セ
ン
タ
ー
定
例
講
座

。
学
級
は

七
ペ
ー
ジ
に
掲
載

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（
２

律
相
談

（

‐６
、
３０
日
）、
人
権
法

老
人
健
康
相
談

（
１
、

、
２２
、
２４
、
２９
日
）、

1014 ｀
｀
日 9
17*  ｀

妊
婦
相
談

（
９
、
２４
日
）、
行
政
相
談
（
１６

日
）
今
月
の
税
　
国
民
健
康
保
健
税
第
２
期

水
利
地
益
税
　
　
第
１
期

国
民
年
金
保
険
料
第
２
期
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私
た
ち
は
、
み
な
毎
日
を
健
康

で
明
る
く
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
、
誰
が
ど
ん
な

病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
か
は
、
誰
に

も
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
予
測
で
き
な
い
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
、
お
た
が
い

に
助
け
あ
っ
て
安
心
し
て
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

「医
療
保
険

制
度
」
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
″国

民
健
康
保
険
″
も
そ
の
制
度
の

一

っ
で
す
。

「広
報
ち
く
ご
」
で
は

今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

市
民
課
国
民
健
康

保
険
係
が
、
各
行
政

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
、

婦
人
会
な
ど
を
対
象

に
開
い
て
い
る
巡
回

健
康
教
室
で
、
き
ま

っ
て
話
題
に
の
ぼ
る

の
が

「隣
り
の
人
女

市
に
く
ら
べ
て
国
民

健
康
保
険
税
が
高
い

の
は
、
ど
う
し
て
か
」

と

い
う
質
問
の
よ
う

で
す
。

国
保
税
の
税
率
引

き
あ
げ
に
つ
い
て
は

七
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
が

こ
の
号
で
は
、
筑
後

市
の
国
民
健
康
保
険

の
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

医
療
保
険
制
度
の
し
く
み

「医
療
保
険
制
度
」
に
は
、
勤
め
先

で
加
入
で
き
る
健
康
保
険
や
共
済
組
合

保
険
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
、
船
員

保
険
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

保
険
の
対
象
に
入
ら
な
い
人
が

「
国
民

健
康
保
険
」
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

筑
後
市
の
人
口
四
万
二
千
四
百
二
人

（七
月
末
日
現
在
）
の
二
九

・
九
八
％

に
あ
た
る

一
万
六
千
九
百
五
十

一
人
の

方
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

で
は
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
で

治
療
を
受
け
ら
れ
た
時
、
医
療
費
の
支

払
い
は
ど
う
し
て
い
る
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

医
療
費
の
負
担
割
合

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
が
、
国
民
健
康
保
険
で
、
治
療
を
受

け
ら
れ
ま
す
と
医
療
費
の
七
〇
％
を
国

民
健
康
保
険
が
負
担
し
、
残
り
の
三
〇

％
を
個
人
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
直
接

支
払
う
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
個
人
が
支
払
わ
れ
た

三
〇
％
分
に
つ
い
て
も
三
万
九
千
円

（

こ
の
金
額
は
九
月

一
日
か
ら
四
万
五
千

円
、
来
年

一
月
か
ら
は
五
万

一
千
円
に

変
る
予
定
）
を
こ
え
る
金
額
に
つ
い
て

は
、
あ
と
で
払
い
も
ど
す
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を

「高
額
医
療

費
制
度
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
国
民
健
康
保
険
が
負
担

す
る
医
療
費
は
七
〇
％
分
と
高
額
療
養

費
負
担
分
の
合
計
額
と
な
り
、
昭
和
五

十
六
年
度
で
は
歳
出
総
額
の
七
七
％
と

な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
払
う
医

療
費
は
、
加
入
者
の
人
た
ち
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く

「保
険
税
」
と

「国
や
県

の
補
助
金
」
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
会
計

で
は
、
次
に
国
保
会
計
の
歳
出
、
歳

入
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
と
国
県
の
補
助
金
の
状
況
や

保
険
給
付
費

（医
療
費
、
高
額
療
養
費

助
産
費
、
葬
祭
費
、
鍼
灸
補
助
金
を
あ

わ
せ
た
も
の
を
保
険
給
付
費
と
い
い
ま

す
）
の
状
況
を
昭
和
五
十
七
年
度
の
国

民
健
康
保
険
会
計
の
予
算
で
見
て
み
ま

し
よ
う
ｏ

右
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

上
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
ら
ん

い
た
だ
く
と
分
る
と
お
り
、

歳
出
総
額
二

一
億
七

一
四
万

九
千
円
の
う
ち
、
保
険
給
付

費
が
三
〇
億
二
、
三

一
二
万

一
千
円
で
、
歳
出
総
額
の
九

六

。
〇

一
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

ま
た
、
　

歳
入
面
を
見
る
と

国
、
県
支
出
金
が

一
二
億
九

四
九
〇
万

一
千
国
で
、
歳
人

総
額
の
六

一
・
四
五
％
、
保

険
税
収
入
が
七
億
七
、　
一
四

〇
万
七
千
円
で
、
歳
入
総
額

の
三
六

・
六

一
％
と
な

っ
て

お
り
、
国
県
支
出
金
の
占
め

る
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ｏ

そ
の
他
の
収
人
は
、
繰
越

金
の
三
、
四
人
○
万
円
、　
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

一
〇

〇
万
円
、
そ
の
他
屁
〇
四
万

一
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
保

険
給
付
費
が
増
え
れ
ば
、
国

県
支
出
金
を
増
額
す
る
か
保

険
税
の
増
収
に
頼
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
六
月
の
市
議
会
で
国
保
税

一
二

・
八
％
の
引
き
上
げ
が

‐
ｉ忍
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
経
過
に
つ
い
て
触
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

税
率
決
定

の
経
過

国
保
税
の
引
き
あ
げ
が
決
め
ら
れ
た

総務費

61,527千 円

(292%)

昭 和 57年 度 予 算

繰越金

34,800千円

(165%)

その他

5,041千円

(024ο/ο )

一般会計繰入金

1,000千円

(005%)

備́☆

20,000千円

(095%)

その他

2,501千 円

(012%)

,1071149千円

歳  出
(9601%)

保 険 給 付 貨

2,023,121千 円

2,107,140千 円

歳  入

国 県 支 出 金

1,294,901千 円

(6145ο/ο )

771,407千円

(3661ο/ο )

保 険 税

(2)
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〔写真は出来あがった計画書と完成予想図〕

経
過
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
、
国
保
税
の
税
率
決
定
に
は
、

国
保
運
営
協
議
会

（横
濤
利
昭
会
長
１７

人
）
に
意
見
を
求
め
ま
す
。

今
年
の
第

一
回
目
の
会
議
は
、
五
月

二
十
六
日
に
開
か
れ
ま
し
た
が
、
市
と

し
て
は

「昭
和
五
十
六
年
度
の
決
算
で

二
、
四
人
○
万
円
位
の
黒
字
見
込
み
で

国
保
税
の
税
率
を

一
七

・
九
％
引
き
上

げ
て
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
」
と
い

う
考
え
で
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
運
営
協
議
会
の
各
委
員
さ
ん
か

ら
活
発
な
ご
意
見
が
出
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
は

「税
率
の
引
き
あ
げ

を
押
さ
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
。
そ
れ

に
は

一
般
会
計
か
ら
の
援
助
を
含
め
て

再
検
討
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
再
検
討
を
し
ま
し
た
。

五
月
二
十

一
日
、
第
二
回
目
の
国
保

運
営
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

市
で
は
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
と
し

て
①
保
険
税
の
税
率
引
き
あ
げ
は

一
二

・
八
％
と
す
る
　
②

一
般
会
計
か
ら
の

援
助
は
年
度
末
の
決
算
状
況
を
見
て
赤

字
が
出
た
場
合
、
十
分
検
討
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
色
々
な
角
度
か
ら
検
討
し

て
い
た
だ
い
た
結
果

「赤
字
が
出
た
場

合
は
、　
一
般
会
計
か
ら
の
援
助
を
十
分

検
討
す
る
こ
と
。
国
庫
補
助
金
の
増
額

交
付
に
努
力
す
る
こ
と
。
保
険
税
の
徴

収
に
努
力
す
る
な
ど
」
の
要
請
が
あ
り

税
率

一
二

・
八
％
の
引
き
あ
げ
、
税
率

改
正
に
と
も
な
う
予
算
補
正
に
つ
い
て

も
止
む
を
え
な
い
と
の
答
申
が
あ
り
ま

し
た
。

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
も
と
に
六
月

定
例
市
議
会
に
税
率
改
正
に
つ
い
て
の

条
例
改
正
、
予
算
の
補
正
を
提
案
し
審

議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
本
会
議
、
厚
生
常
任
委

員
会
な
ど
で
長
時
間
に
わ
た

っ
て
慎
重

な
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
、
保
険
税
の
引
き

あ
げ
を
で
き
る
だ
け
押
え
る
た
め
の
方

法
と
し
て

一
般
会
計
か
ら
の
援
助
と
と

も
に
支
出
抑
制
に
つ
な
が
る
つ
ぎ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
保
険
制
度
上
か
ら
国
保
事
業
の
運

営
に
生
じ
て
い
る
問
題
点
の
改
正
、
国

庫
補
助
金
の
増
額
交
付
に
対
す
る
努
力

②

一
般
会
計
か
ら
の
援
助
を
行
う
こ

レｔ
。③

健
康
対
策
と
し
て
の
地
域
巡
回
指

導
を
行
う
こ
と
。

④
国
保
事
業
の
実
態
に
つ
い
て
市
民

の
み
な
さ
ん
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

⑤
受
診
メ
モ
の
作
成
、
医
療
費
通
知

の
充
実
を
行
う
こ
と
。

以
上
が
市
議
会
審
議
の
中
で
出
さ
れ

た
意
見
の
要
約
で
す
。

市
で
は
、
国
保
運
営
協
議
会
や
市
議

会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
を
尊
重
し
、
取

り
組
め
る
も
の
か
ら
、
順
次
、
充
実
し

た
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。次

回
は
医
療
費
の
実
態
そ
の
他
に
触

れ
な
が
ら
国
保
問
題
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

９
月
定
例
市
議
会

は
下
旬
開
会
予
定

九
月
定
例
市
議
会
は
例
年
に
く

ら
べ
て
少
し
な
く
れ
て
二
十
四
日

ご
ろ
か
ら
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

具
体
的
な
日
程
は
議
会
運
営
委

員
会
で
き
ま
り
ま
す
が
、　
一
般
質

問
は
二
十
七
、
二
十
八
日
、
最
終

日
は
十
月

一
日
ご
ろ
に
な
る
よ
う

で
す
。

駅
前
再
開
発
計
画
を
策
定

日
力
Ｏ
ё
画
□
固
づ
く
り
拶

旧

羽
犬
塚
駅
前

一
帯
を
魅
力
あ
る
商
店

街
に
し
よ
う
と
市
が

「社
団
法
人
全
国

市
街
地
再
開
発
協
会

（東
京
都
）
」
に

五
十
六
年
度
か
ら
委
託
し
て
い
た

「
羽

犬
塚
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
基
本
計

画
」
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

現
在
、
羽
犬
塚
駅
前
に
は
小
売
店
や

飲
食
店
な
ど
約
百
店
が
あ
り
ま
す
が
商

店
と
住
宅
な
ど
が
混
在
し
、
商
店
街
と

し
て
の
ま
と
ま
り
も
欠
け
て
い
る
た
め

商
店
街
の
振
興
と
あ
わ
せ
て
新
都
心
づ

く
り
を
し
よ
う
と
策
定
し
た
も
の
で
す
。

計
画
書
で
は
①
駐
車
場
、
白
転
車
置

場
、
道
路
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
駅
前

広
場
な
ど
を
整
備
す
る
。
②
産
業
会
館

文
化
会
館
な
ど
の
中
枢
管
理
施
設
な
ど

を
造
る
。
③
従
来
の
商
店
は
商
業
ビ
ル

に
集
約
し
、
テ
ナ
ン
ト
な
ど
を
募
る
。

④
狭
小
過
密
木
造
住
宅
は
住
宅
ビ
ル
に

入
居
し
て
も
ら
う
な
ど
四
つ
の
柱
を
た

て
て
近
代
的
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
書
で
は
、
十
、

十

一
階
建
の
高
層
ビ
ル
五
棟
の
建
設
を

合
め
、
総
事
業
費
約
二
百
五
十
億
円
を

必
要
と
す
る
超
大
型
プ
ラ
ン
と
な

っ
て

い
る
た
め
、
市
で
は
今
後
地
元
商
店
街

を
は
じ
め
商
工
会
議
所
、
議
会
な
ど
の

慎
重
な
討
議
の
な
か
で
、
具
体
化
へ
の

道
を
見
出
す
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
出
演
　
▽
市
民
会
館
△

漫
才
の

『ゆ
う
と
び
あ
』

▽
ホ
ー
プ
さ
ん

（城
後
光
義
）

は
津
島
東
区
出
身
△

各
会
場
で
の
催
物
ご
案
内

日
駅
前
大
通
り
…
…
…
花
自
動

車

。
子
供
パ
レ
ー
ド

・
仮
装
行

列

。
み
こ
し

，
ち
び

っ
子
カ
ラ

オ
ケ

。
ミ
ス
ゆ
か
た

（
１３
時
～

‐９
時
）

日
市
役
所
広
場
…
…
…
各
団
体

な
ど
り

・
諏
訪
太
鼓

（
１８
時
～

２２
時
）

田
市
民
会
館
…
…
…
マ
ン
ガ
映

画
大
会

・
歌
謡
大
会

（
１６
時
～

２２
時
）

□
農
協
会
館
…
…
…
民
謡
大
会

（
‐２
時
～
１７
時
）

日
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
前
…
…

青
年
サ
ー
ク
ル

・
フ
オ
ー
ク
コ

ン
サ
ー
ト

（
１８
時
～
２２
時
）
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八女
八
月
初
旬
、
鹿
児
島
県
で
開
か
れ
た

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

（イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
で
、
昨
年
の
人
女
高
校
女
子
陸

上
部
の
総
合
優
勝
に
引
き
つ
づ
き
、
今

年
は
八
女
工
業
高
校
男
子
陸
上
部
が
男

子
総
合
で
初
優
勝
。

ま
た
、
同
大
会
の
登
山
競
技
で
も
同

校
山
岳
部
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
あ
い
つ
ぐ
全
国
制
覇
の
達
成
に
「開

校
以
来
は
じ
め
て
の
快
挙
。
よ
く
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た

（上
野
正
俊
校
長
と
と

学
校
関
係
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

選
手
た
ち
は
大
会
か
ら
帰
っ
た
六
日

と
十
二
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
田
中
市

長
に
優
勝
を
報
告
、
同
市
長
は

「市
と

し
て
も
名
誉
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

両
部
の
活
躍
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。 一口画国

全

陸

上

部

六
日
に
市
役
所
を

訪
れ
た
陸
上
部
チ
ー

ム
は
吉
田
伸
二
主
将

を
は
じ
め
千
六
百
メ

ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
高

校
新
記
録
を
樹
立
し

た
土
谷
良
隆
、
秋
野

裕

一
、
平
島
憲
書
の

メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
田

中
純
彦

マ
ネ
ー
ジ
ャ

―
、
江
崎
守
、
関
重
孝
、
田
中
久
光
君

ら
選
手
八
人
、
陸
上
部
監
督
の
緒
方
善

政
教
諭

（
４３
澪

大
会
で
は
、
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

（秋
野
、
平
島
、
関
、
吉
田
）
４‐
秒
６８
、

千
六
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

（
メ
ン
バ
ー

前
掲
）
３
分
１５
秒
６
の
両
種
日
で
優
勝

し
た
ほ
か
、
吉
田
君
が
四
百
メ
ー
ト
ル

ニ
位
、
二
百
メ
ー
ト
ル
五
位
に
入
賞
す

る
な
ど
総
合
得
点
十
九
点
を
獲
得
し
て

初
優
勝
を
達
成
し
た
も
の
で
す
。
と
く

に
千
六
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
は
、
三

位
ま
で
大
会
新
と
い
う
激
戦
の
中
で
、

荏
田

（神
奈
川
県
）
チ
ー
ム
を
破

っ
て

高
校
新
記
録
を
樹
立
し
て
の
優
勝
は
見

事
で
し
た
。

緒
方
監
督
は

「吉
田
の
体
調
が
今

一

歩
だ

っ
た
が
、
リ
レ
ー
ニ
種
目
の
優
勝

は
チ
ー
ム
ヮ
ー
ク
の
勝
利
。
幸
い
三
年

生
の
秋
野
、
土
谷
、
関
、
日
中
と
残

っ

て
お
り
、
来
年
も
二
連
覇
を
目
指
し
て

が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山

岳

部

山
岳
部
は
十
二
日

に
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

山
岳
部
員
は
中
徳
基
哉
主
将
を
は
じ

め
城
英
典
、
助
広
成
人
、
古
賀
昭
夫
、

白
倉
浩
二
君
ら
五
人
。
監
督
は
野
田
裕

教
諭

（
３‐
）。
登
山
競
技
は
七
日
、
九
州

の
最
高
峰
、
鹿
児
島
県
屋
久
島
の
宮
の

浦
岳

（
一
、
九
二
五
所
）
で
行
わ
れ
、小

杉
谷
か
ら
の
縦
走
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
た

も
の
。
初
日
は
雷
雨
で
引
き
返
し
、
三

日
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
縦
走
に
成
功
。

天
気
図
の
書
き
方
、
食
事
の
カ
ロ
リ

ー
計
算
、
テ
ン
ト
の
張
り
方
、
位
置
、

風
力
測
定
な
ど
の
正
確
さ
で
最
高
得
点

を
あ
げ
た
も
の
で
す
。
野
田
監
督
は
潔

な
さ
ん
の
ご
声
援
の
お
か
げ
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

（
弔
蕪
滋
謝
山
岳
部
員
に
祝
辞
を
の
）

日lJ

回
ま
で
、
同
和
対
策
事
業
特

別
措
置
法
制
定
へ
の
い
き
さ

つ
と
そ
の
内
容
を
大
つ
か
み
に
見
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
事
実
上
、
答
申

な
ら
び
に
措
置
法
を
う
け
た
政
府
の

実
質
的
な
同
和
対
策
事
業
は
、
そ
の

予
算
上
の
数
値
か
ら
み
て
も
、
き
わ

め
て
消
極
的
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

以
下
、
同
対
法
施
行
後
の
政
府
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ

時
限
立
法
の
第
二
年
度

に
あ
た
る
昭
和
四
十
五
年

度
を
見
て
み
ま
す
と
政
府

予
算
は
各
省
関
係
四
十
二

億
余
円
、　
一
般
予
算
の
枠

の
う
ち
で
同
和
関
係
分
と

し
て
優
先
的
に
実
施
す
る

事
業
費
七
十
六
億
余
円
、

自
治
省
の
特
別
地
方
交
付

税
四
十
五
億
余
円
を
合
計

し
て
百
六
十
四
億
円

（そ

の
ほ
か
地
方
債
と
し
て
の

起
債
百
五
十
五
億
円
）
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
年
の
大
阪
府
の

同
和
予
算
は
九
十
七
億
円
で
あ
り
、

大
阪
市
は
、
国
と
府
の
補
助
が
ふ
く

ま
れ
て
い
ま
す
が
百
三
十
億
円
、
京

都
市
、
神
戸
市
は
と
も
に
二
十
二
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
と
大
阪
市
の
自
主
財
源
に

よ
る
実
質
支
出
を
合
し
た
だ
け
で
政

府
予
算
に
ほ
ぼ
匹
敵
し
て
い
ま
す
。

な
る
、
こ
の
四
十
五
年
度
の
全
国

の
府
県
分
と
市
町
村
を
合
わ
せ
た
地

方
公
共
団
体
の
同
和
関
係
分
の
実
質

支
出
は
、
政
府
支
出
の
三
倍
を
は
る

か
に
上
廻

っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま

す
。こ

こ
に
も
部
落
問
題
の
解
決
が
国

の
責
務
と
云
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
の
同
和
対
策
の
姿
勢
が
お

く
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し

て
い
る
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
四
十
六
年
度
の
政
府
予
算

を
見
て
み
ま
す
と
、
各
省
関
係
六
十

二
億
円
、　
一
般
枠
同
和
分

百
七
十
億
円
、
特
別
地
方

交
付
税
五
十
七
億
円
で
合

計
二
百
九
十
億
円
、
そ
れ

に
起
債
が
三
百
五
十
八
億

円
と
な

っ
て
い
ま
す
が
こ

の
年
の
地
方
公
共
団
体
の

自
主
財
源
の
持
ち
出
し
分

は
、
政
府
支
出
の
三
倍
の

約
八
百
億
円
余
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
総
体

的
に
み
て
、
同
利
事
業
の

取
り
組
み
は
、
財
源
の
乏
し
い
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
、
政
府
よ
り
相

対
的
に
み
て
は
る
か
に
先
行
し
て
い

る
実
態
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
四
十
七
年
度
政
府
予
算

は
各
省
九
十
七
億
円
、　
一
般
枠
百
九

十
五
億
円
、
特
別
地
方
交
付
税
が
七

十
五
億
で
あ
り
、
四
十
八
年
度
は
各

省
分
百
五
十
八
億
円
、　
一
般
枠
三
百

六
十
六
億
、
地
方
債
が
三
百
七
十
億

円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

戦後 の解 放運動

部落差別 をな くそ う④

(4)
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久 久 下 井
田

富 富 妻 下

h

この村痺lは官公庁や市内の会

社工場 からのお知 らせです

老
人
福
祉
週
間
の

行
事
案
内

十
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
八
日

間
は
老
人
福
祉
デ
ー
で
す
。

市
で
は
長
寿
を
祝
う
敬
老
の
日
の
十

五
日
を
中
心
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

筑
後
市
老
人
福
祉
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
二
十
周
年
記
念
大
会

こ
と
し
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ

れ
て
二
十
年
に
な
る
の
で
老
人
福
祉
大

会
と
同
時
に
老
人
ク
ラ
ブ
二
十
周
年
記

念
大
会
が
筑
後
市
民
会
館
で
二
十
二
日

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

参
加
予
定
者
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の

代
表
約
八
百
人
。
会
場
で
七
十
五
歳
以

上
の
か
た
に
市
長
か
ら
敬
老
年
金
二
千

円
と
記
念
品
と
し
て
タ
オ
ル
を
、
八
十

歳
以
上
の
か
た
に
は
県
知
事
か
ら
バ
ス

タ
オ
ル
、
八
十
八
歳
以
上
の
か
た
に
社

会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
ボ
ア
シ
ー
ツ

（

冬
物
敷
布
）
を
贈
り
ま
す
。

と
く
に
八
十
八
歳
の
か
た
に
は
、
前

年
と
同
様
に
金
盃
を
贈
り
ま
す
。

二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
記
念
誌
の
配
布
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

十
七
日
、
十
八
日
の
二
日
間
は
芸
能

人
に
よ
る
演
芸
会
を
開
き
ま
す
。

催
し
も
の
は
、
浪
曲
、
歌
謡
、
漫
才

な
ど
で
、
時
間
は
午
後

一
時
か
ら
で
す
。

長
寿
者

ト

ッ
プ

は
入
部
さ
ん

市
内
の
最
高
齢
者
は
、
九
十
八
歳
の

入
部
キ
ヨ
さ
ん

（鶴
田
）
で
昨
年
に
引

き
続
き

一
位
で
す
。

以
下
十
位
ま
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

ま
す
ま
す
元
気
で
暮
し
て
く
だ
さ
い
。

年
齢

」九
月

一
日
現
在
。

（敬
称
略
）

硼
入
部
キ
ヨ
　
九
十
八
　
女
　
鶴
　
田

修
江
崎
ヒ
モ
　
九
十
七
　
女
　
島
　
田

０
山
ロ
ナ
ホ
　
九
十
六
　
女
　
津
島
西

い
水
町
市
太
郎
九
十
六
　
男
　
桑
　
鶴

⑬
村
上
春
吉
　
九
十
五
　
男
　
藤
　
島

０
矢
加
部
ユ
ク
ノ
九
十
五
女
　
濤
口
南

９
下
川
ミ
カ
　
九
十
五
　
女

０
古
賀
ョ
シ
コ
九
十
四
　
女

９
末
永
峰
次
郎
九
十
四
　
男

硼
中
島
与
作
　
九
十
四
　
男

安
定
し
た
老
後
の
た
め
に

老
人
福
祉
週
間
と
国
民
年
金

こ
の
ほ
ど
厚
生
省
が
発
表
し
た
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
、
男
七
四
歳
、
女
七

九
歳
に
達
し
ま
し
た
。
寿
命
の
伸
び
と

と
も
に
老
後
の
生
活
を
ど
う
す
る
か
が

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

と
く
に
老
後
の
た
め
の
年
金
は
、
私

た
ち

一
人

一
人
の
生
活
を
守
る
大
切
な

も
の
で
す
。
高
齢
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
年
金
づ
く
り
に
み
ん
な
で
協
力
し
、

国
民
年
金
を
将
来
に
む
か
っ
て
大
き
く

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

福
祉
バ
ザ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
善
意
奉
仕
銀
行

。
社
会
福
祉
協
議

会
で
は

「ち
く
ご
祭
」
の
協
賛
行
事
と

し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り

「福
祉
バ
ザ
ー

」
を
し
ま
す
。

こ
の
バ
ザ
ー
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
く
た
め
の
資
金
づ
く
り

に
開
か
れ
る
も
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
日
時
＝
九
月
十

一
日
午
前
十
時
か
ら

（売
り
切
れ
時
点
で
終
了
）

日
会
場
＝
諏
訪
神
社
境
内

く
わ
し
く
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

（電
②
元
一ハと

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
警
察
官
の
採
用
試
験

県
警
本
部
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

警
察
官
の
採
用
試
験
を
し
ま
す
。

■
資
格
＝
昭
和
３０
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
４０
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

（大
学
卒
ま
た
は
昭
和
５８
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
）

■
受
付
期
間
＝
９
月
６
日
～
１０
月
５

日

（郵
送
は
１０
月
５
日
消
印
ま
で
）

■
第

一
次
試
験
＝
１０
月
２４
日

■
採
用
予
定
人
員
＝
百
３０
人

■
試
験
地
＝
久
留
米
市
他
三
ヵ
所

く
わ
し
く
は
筑
後
警
察
署

（電
②

三

一
〇
八
）
へ
。

福
岡
県
職
員
を
募
集

県
人
事
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
職
員

（中
級

・
初
級
）
の
採
用

試
験
を
し
ま
す
。

■
第
１
次
試
験
日
＝
１０
月
１７
日
９
時

～
‐５
時

（第
２
次
は
１１
月
中
旬
）

■
受
付
期
間
＝
９
月
３
日
～
９
月
１６

日

（郵
送
は
１６
日
消
印
ま
で
）

■
受
験
資
格
＝
中
級
＝
昭
和
３２
年
４

月
２
日
～
同
３８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。
初
級
＝
昭
和
３４
年
４

月
２
日
～
同
４０
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。

く
わ
し
く
は
福
岡
県
人
事
委
員
会

存
階
用
名
詠
　
（ｏ
九
二
‐
六
四
一―
三
〈
〈
三
）　
ヘ

郵

便
外

務

職

員

を

募

集

し

て

い
ま
す

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内
の

郵
便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務
職
員

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員
＝
約
二
〇
〇
名

■
募
集
期
間
＝
九
月

一
日
～
十
日

■
第

一
次
試
験
＝
十
月
十
日

（日
）

■
第
二
次
試
験
＝
十

一
月
下
旬

■
試
験
地
＝
久
留
米
市
他
十
七
カ
所

く
わ
し
く
は
筑
後
郵
便
局
ヘ

創

作

郷

土

玩

具

作

品

を

募

集

久
留
米
市
観
光
協
会
で
は
、
久
留

米
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
創
作
郷
土

玩
具
を
募
集
し
て
い
ま
す

課
題
は
、　
一
応
自
由
で
す
が

「筑

後
川
」

「河
童
」

「孔
雀
」

「
つ
つ

じ
」
を
設
け
、

「久
留
米
が
す
り
」

「久
留
米
縞
」

「編
竹
」
の
素
材
指

定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

同
協
会

（電
男
聖
十
三
十
杏
圏
）
ヘ

８２
動
物
愛
護
フ
ェ
る
ア
ィ
バ
ル

９
月
２３
日
大
野
城
市
で

囲
主
催
、
県
、
県
動
物
管
理
セ
ン
タ

ー
、
日
本
愛
玩
動
物
協
会
県
支
部

団
と
き
　
九
月
二
十
三
日

（十
二
時

二
十
分
か
ら
六
時
二
十
分
）

団
会
場
　
大
野
城
市
中
央
公
民
館

赤 ちゃ ⑮

貝田 竜―ちゃん

(昭和56年 7月 25日 生)

貝田善則さん (24)、 輝子さ

ん (23)の長男 (下富久区)

「竜―は家中の人気者です。

明るくたくましく、そして強

い子に育 つてほしいと思いま

す」と輝子さん。

(5)
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0

江 口 区 で 獅 子 ま わ し _ぢ is浄
てェー」と家の中から戸外に逃げ出す坊や

一日、江口区 (田中敏光区長)で、同区に
古くから伝わる悪疫退散を祈る「ll酌子まわ

し」の行事が行われた。 〔写真0〕

この行事は区の青年部 (江口善美部長)

らが一時途絶えていたのを54年 から復活さ

せたもので、黒獅子、赤獅子一対の獅子が

家の中に暴れこむと幼児にとつては、こわ

しW睦物 ?。 悲鳴と逃げ回る姿があちこちで

見られた。

つめたいジュースで交通安全を 、、ゾ:竺タ

で安全運転を」と3日 、午前10時から市役

所前の国道を通る車にゾュースの無料配付

が行われた 〔写真②〕

この無料配付は夏の交通安全運動の一環

として農協の協力で行われたもので、農協、

警察署、交通安全協会、市交通安全対策協

議会の関係職員がジュース、ガム、交通安

全PR用 チランなどをドライバーに手渡し
ていた。行楽シーズンも間近か、交通安全

にはくれぐれもご注意ください。

_蕨杉最

rA、

昭和57年 9月 1日 341号

市

職

員

を

募

集

人
事
課
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市
役

所
の
一
般
事
務
職
員

（行
政
事
務
員

・

体
育
指
導
員
）

・
建
築
技
術
職
員

。
給

食
調
理
員

・
労
務
職
員
の
採
用
試
験
を

し
ま
す
。

希
望
者
は
、
九
月
十
六
日

（木
）
か

ら
三
十
日

（木
）
ま
で
に
人
事
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（平
日
は
、午
前

八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

■
　
職
種

・
採
用
予
定
数
＝

一
般
事
務

職
…
…
若
千
人

（う
ち
体
育
指
導
員
は

一
人
）
、
建
築
技
術
職
…
…

一
人
、
給

食
調
理
員
…
…
若
千
人
、
労
務
職
員
…

…

一
人

■
　
受
験
資
格
＝
昭
和
三
十
三
年
四
月

二
日

（身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
昭
和

三
十
年
四
月
二
日
）
か
ら
四
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、
高
卒
程
度

の
学
力
の
あ
る
人

（来
春
卒
業
予
定
者

を
合
む
）
で
、
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

■

試
験
＝
第

一
次
試
験
＝
十

一
月
七

日

（日
）
、　
一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て

の
筆
記
試
験
を
し
ま
す
。
建
築
技
術
職

は
こ
の
ほ
か
専
門
試
験
が
あ
り
ま
す
。

第
二
次
試
験

（
一
次
合
格
者
の
み
で

十
二
月
お
よ
び

一
月
の
予
定
）

適
性

作
文

。
面
接

・
身
体
検
査

。
体
力
測
定

■
　
そ
の
他
＝
身
体
障
害
者
の
方
は
申

込
み
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

労
働
条
件
、
待
遇
な
ど
く
わ
し
く
は

人
事
課

（電
話
内
線
≡
〓
）
へ
る
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
人
事
課
に

あ
り
ま
す
。

子
宮
ガ
ン
検
診
の
申
込
み

衛
生
課
で
は
、
先
に
配
付
し
ま
し
た

チ
ラ
ン
の
日
程
で
、
子
宮
ガ
ン
検
診
を

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
で
ま
だ
申
込

ん
で
い
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
料
金
は
千
三
百
円
で
す
。

一
９
一月

あ

一衛

一生

一行

一事

一

乳
児
検
診
　
２８
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
月
の
対
象
は
五
十
七
年
五
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

身
長
、
体
重
測
定
、
診
察
、
集
団
指

導
な
ど
を
し
ま
す
。

一
歳
半
児
の
健
康
相
談

６
日
、
７
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

対
象
児
は
五
十
六
年
二
月
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
で
す
。

身
長

・
体
重
測
定
の
ほ
か
、
栄
養
指

導
、
育
児
指
導
な
ど
を
し
ま
す
。

乳
児
い
っ
せ
い
検
診

（
５６
年
８
月
か
ら

５７
年
２
月
生
ま
れ
ま
で
）

１０
日
　
祐現
後
、
羽
犬
塚
校
区

‐４
日
　
松
原
、
古
川
、
西
牟
田
、
水
洗

校
区
。

‐６
日
　
水
田
、
下
妻
、
古
島
、
二
川
校

区
、
場
所
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で

ジ
フ
テ
リ
ア

・
百
日
ぜ
き

ｏ
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

‐７
日
　
羽
犬
塚
、
松
原
、
西
牟
田
校
区

２９
日
　
常現
後
、
古
川
、
水
田
、
水
洗
、

下
妻
、
古
島
、
二
川
校
区
。

〔場
所
〕
保
健
セ
ン
タ
ー
で

〔対
象
児
〕
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
四

十
八
ヵ
月
未
満
。　
一
期
は
二
歳
に
な

っ

て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う
け
る

二
期
は

一
期
が
終

っ
て

一
年
か
ら

一

年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。
こ
の
間
に

接
種
で
き
な
か
っ
た
る
子
さ
ん
は
、
七

十
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
三
種
混
合

（

ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
予
防
接
種
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
、
母

子
手
帳
の
該
当
の

″間
診
票
″
に
必
ず

記
入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
問
診
票
が
な
い
と
き
は
、

印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

一噺梨街癖胸対螂靭一ド獅出↑一

県
民
手
帳
の
予
約

を
は
じ
め
ま
し
た

来
年
版
の
県
民
手
帳
の
予
約
受
付
を

は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
手
帳
は
県
統
計
協
会
が
発
行
す

る
も
の
で
、
日
常
生
活
に
役
立

つ
最
新

の
資
料
を
豊
富
に
収
録
し
、
例
年
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
に
好
評
で
す
。

大
き
さ
は
普
通
版
、
大
型
版
が
あ
り

価
格
は
、
三
百
六
十
円
と
二
百
五
十
円

で
す
。

希
望
者
は
、
企
画
課
広
報
統
計
係
ヘ

九
月
二
十
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
電
話
で
も
結
構
で
す
。
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十
月

一
日
を
中
心

と
し
て
、
全
国
で

「

就
業
構
造
基
本
調
査

」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
皆

さ
ん
の
仕
事
の
内
容

や
仕
事
に
対
す
る
意

識
な
ど
に
つ
い
て
お

尋
ね
す
る
も
の
で
す
。

調
査
員
を
は
じ
め
調
査
関
係
者
が

調
査
で
知

っ
た
個
人
や
世
帯
の
秘
密

を
漏
ら
す
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
調
査
票
は
大
勢
の
人
の
も
の

を
合
わ
せ
て
集
計
さ
れ
、
統
計
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
秘

密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
か
ら
、
あ

り
の
ま
ま
を
調
査
票
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
ご
家
庭
に

は
調
査
員
が
九
月
下
旬
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

八
女
地
区
婦
人
大
学

（２‐
日
）、
高

齢
者
講
座

（
２５
日
）、源
氏
物
語
講
座

（
８
、
２２
日
）、手
作
り
人
形
講
座

（

お
日
）、同
絵
本
講
座

（８
、
２２
日
）
、

親
の
為
の
学
級

（
７
、
１４
、
２．
、
２８

日
）、子
ど
も
の
映
画
教
室

（１８
日
）
、

茶
道
教
室

（３
、
９
、
・４
、
‐６
、
封

２８
日
）、
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
講
座

（

‐４
、
２８
日
）、婦
人
大
学

（
９
、
１４
日
）

ご協 力 くだ さい

10月 1日就業構造基本調査

結
核
検
診
の
日
程

９
月
９
日
以
降
分

衛
生
課
で
は
、
す
で
に
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
人
月
二
十

一
日
か
ら

先
月
二
十
日
ま
で
結
核
検
診
を
し
て
い

ま
す
。
九
月
九
日
以
降
の
日
程
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。
配
ら
れ
た
受
診
票

を
も

っ
て
、
近
く
の
会
場
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

日
検
診
日
と
会
場

（時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
前
＝
１０
時
～
■
時
５０
分
、
年
後
＝

１
時
３０
分
～
３
時
３０
分
ま
で
）

９
月
９
日

〈午
前
〉
和
泉
中
、
和
泉
西

長
崎
を
農
協
和
泉
西
倉
庫
前
で
。

（午

後
〉
和
泉
東
を
新
川
綿
業
倉
庫
前
で
。

９
月
１０
日

〈午
前
〉
上
久
富
を
高
巣
理

髪
店
西
側
で
。

〈午
後
〉
久
富
を
久
富

公
民
館
前
で
。

９
月
１３
日

本午
前
。
午
後
〉
熊
野
を
熊

野
神
社
で
。

９
月
１４
日

本午
前
〉
蔵
数
を
蔵
数
公
民

館
で
。

〈年
後
〉
野
中

，
大
和
を
大
和

田
島
商
店
横
で
。

９
月
１６
日

本午
前

〉
流

・
久
保

・
西
牟

田
町
を
島
津
織
物
倉
庫
前
で
。

〈午
後

〉
寛
元
寺

。
鷲
寺

・
北
牟
田
を
西
牟
田

小
学
校
で
。

９
月
１７
・
２０
日

〈午
前

。
年
後
と
も
〉

市
内
全
域
を
市
民
会
館
南
側
で
。

市
営
住
宅
あ
き
家

分

の
入
居
者
募
集

都
市
対
策
課
で
は
、
市
営
住
宅
あ
き

家

（第

一
種
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
つ
ぎ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
で

市
営
住
宅
に
入
居
し
た
い
人
は
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
抽
せ
ん
で
順
位
を
き
め
市

営
住
宅
に
あ
き
家
が
出
た
と
き
、
そ
の

順
位
で
入
居
で
き
ま
す
。

〔入
居
資
格
〕
①
市
内
に
住
む
か
、
勤

め
て
い
る
人
で
、
同
居
の
親
族
が
あ
る

人
、
②
一現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

⑥
所
得
税
法
に
準
じ
て
算
出
し
た
収
入

月
額
が
八
万
七
千
円
以
上
十
四
万

一
千

円
以
下
の
人
で
、
税
金

（国
税
・
地
方

税
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

〔申
込
方
法
〕
今
月
十
三
日
か
ら
十
八

日
ま
で
に
申
込
書

（都
市
対
策
課
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
都

市
対
策
課
建
築
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

中
央
公
民
館
で
は
、
九
月
か
ら
市
民

大
学
講
座
を

つ
ぎ
の
と
な
り
開
き
ま
す

受
講
希
望
者
は
九
月
十
日
ま
で
に
勤

労
婦
人
セ
ン
タ
ー
内
中
央
公
民
館

（電

∩
当
≡
◆

へ
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

口
定
員
＝
六
十
人

（先
着
順
受
付
）

団
開
催
同
時
＝
九
月
十
六
日
、
十
月
六

日
、
二
十
日
、
十

一
月
四
日
、
十
七
日
、

十
二
月

一
日
、
十
五
日
、　
一
月
十
二
日

二
十
六
日
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
七

時
か
ら
九
時
ま
で

団
学
習
内
容
＝
①
く
ら
し
と
法
律
、
②

く
ら
し
と
経
済
、
⑥
く
ら
し
と
地
域
社

〈
不
。

口
講
師
＝
西
日
本
短
大
須
郷
昌
徳
助
教

授
他
二
人
。

在 7月 の人の動きヽ

出 生    45人
死 亡    28人
世帯数 10,692戸

人口計 42,404人

(前月より38人増 )
男   20,340人
女  22,064人

―
住民基本台帳から

一

/7月 の交通事故状況

発生件数 21件 (136)

負傷者数 0人 (1)

死亡者数 30人 (168)

※ ()内は1月 から7月
までの累計です。

t筑 後市交通安全対策協議会

受 市

講 民

生 大

を学

募 講

集 座

市内少年水泳大会成績  筑後呆;呈
ルで、市内少年水泳大会が開かれた 〔写真

0〕 各種目別優勝者を掲載。 〔4年女25m

自由型〕中村明子 (筑後)〔同男〕渡辺壮
― (水田)〔 5年女25m同〕若杉加寿代 (筑

後)〔同男〕谷秀二郎 (羽犬塚)〔 5年女
25m平泳ぎ〕坂田百合 (筑後)〔 5年男同〕

藤井文彦 (水洗)〔 6年女25m同〕下川奈

美子 (水洗)〔 6年男同〕松島稔 (松原)

〔6年女50m自 由〕野口玲子 (羽小)〔 6

年男同〕鶴田裕徳 (松原)〔 6年男100m〕

松藤成樹 (羽犬塚 )

久富熊野神社で盆網引き
前li愚ち壱

久富区の熊野ネ申社で、全身を真っ黒に塗っ

た子どもたち (子鬼)が、大綱を引き回す
「盆綱引き」が行われたc〔写真0〕

この行事は地獄に落ちた亡者をおヽ盆の期

間中引きあげて供養しようと「4～ 5百年

前から伝わっている (中尾隆典公民館長談

)行事。民放TVの CMに も放映中で全国
各地のアマチュアカメラマン多数が詰めか

けてにぎやかだった。

(7)
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ィ 与́
/

九
月
五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
福

岡
市
の
県
文
化
会
館
で
、
第
二
十
八

回
福
岡
県
美
術
展
が
開
か
れ
る
。

今
回
の
私
た
ち
の
仲
間
で
は
、
本

紙
、

「家
庭
と
文
化
」
欄
に
毎
号
カ

ッ
ト
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
絵

画
グ
ル
ー
プ

「泉
」
の
仲
間
た
ち
を

紹
介
し
よ
う
。

同
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
の
は

昭
和
四
十
三
年
四
月
。
現
在
も
同
グ

ル
ー
プ
の
中
核
的
な
指
導
者
で
あ
る

二
紀
会
委
員
の
友
添
泰
典
さ
ん

（
４６

＝
馬
間
田
＝
市
職
員
）
を
中
心
に
数

人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
油
絵
に
取
り
組

ん
だ
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
二
十
六
人

結
成
後
、
今
年
で
十
四
年
目
。
市

内
の
ア
マ
チ
ュ
ア

絵
画
グ
ル
ー
プ
の

中
で
は
最
大
の
会

員
数
を
誇
る
グ
ル

ー
プ
に
成
長
し
た
。

結
成
時
の
メ
ン

バ
ー
で
、
現
在
活
動
中
の
メ
ン
バ
ー

は
、
同
グ
ル
ー
プ
の
会
員
歴
を
も
ち

県
展
入
選
歴
を
も
つ
会
員
で
つ
く
っ

て
い
る
別
グ
ル
ー
プ

「ト
ロ
ワ
ｋ
昭

和
五
十
五
年
五
月
号
で
紹
介
）
会
員

で
も
あ
る
猪
口
玉
喜
さ
ん

（４８
＝
和

泉
＝
市
職
員
）

一
人
だ
け
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
加
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
の
中
か
ら
、

「ト
ロ
ワ
」
の
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
大
島
斉
さ
ん

（
４７
＝
羽
犬
塚
＝
市
職
員
）
、
塚
本

弐
郎
さ
ん

（３４
＝
羽
犬
塚
＝
市
職
員

）
、
角
隆
範
さ
ん

（
３３
＝
前
津
＝
市

職
員
）
、
城
戸
幸
夫
さ
ん

（
６５
＝
上

陽
町
＝
無
職
）
、
樋
回
千
代
喜
さ
ん

（
４７
＝
山
ノ
井
＝
美
容
業
）
、
坂
田

滋
子
さ
ん

（４６
＝
尾
島
＝
主
婦
）
、

江
崎
博
之
さ
ん

（
２９
＝
島
田
＝

県
職
員
）
ら
が

輩
出
、
指
導
者

の
友
添
さ
ん
と

共
に
後
輩
会
員

の
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
。

現
会
員
数
二
十
六
人

（男
十

一
、

女
十
四
人
）
会
員
の
平
均
年
齢
四
十

歳
。
同
グ
ル
ー
プ
の
定
例
会
は
、
毎

月
第

一
、
第
二
木
曜
日
、
年
後
五
時

か
ら
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
、
開
い

て
い
る
が
、
入
会
し
て
ま
だ

一
ヵ
月

と
い
う
矢
加
部
公
美
さ
ん

（
２‐
＝
藤

島
）
、
最
高
齢
者
で
六
十
歳
か
ら

絵
筆
を
握
り
、
今
年
県
展
に
初
挑
戦

の
村
田
巽
さ
ん

（６６
＝
大
和
）
、
看

護
婦
さ
ん
の
栗
田
世
志
子
さ
ん

（３３

＝
久
恵
）
、
ト
ロ
ワ
会
員
の
江
崎
さ

ん
の
奥
さ
ん
で
、
泉
の
活
動
を
つ
う

じ
て
結
ば
れ
た
節
子
さ
ん

（３．
＝
島

田
＝
県
職
員
）
、

「子
ど
も
も
成
長

し
、
絵
が
大
好
き
で
」
と
云
う
川
原

久
代
さ
ん

（６２
＝
和
泉
）
、
最
年
少

者
の
江
頭
明
美
さ
ん

（１９
＝
野
町
＝

団
体
職
員
）
、
商
工
会
議
所
職
員
の

光
延
喜
代
美
さ
ん

（２５
＝
高
江
）
野

田
勝
子
さ
ん

（２３
＝
羽
犬
塚
）
ら
が

熟
心
に
油
絵
に
挑
戦
中
。

同
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
月
二
回

の
定
例
会
の
ほ
か
、
春

・
秋
二

‐回
の

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
、
年

一
回

（秋
）
の

グ
ル
ー
プ
展
な
ど
。

会
費
月
額
二
十
円
。
加
入
希
望
者

は
定
例
日
に
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
か

教
育
委
員
会
総
務
課
の
角
隆
典
さ
ん

へ
。
（電
③
四

一
一
一
内
線
二
七
九
）

走

っ
て
も
よ

い
か

自
分
の
体
を
知
ろ
う

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
と
き
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
注
意
し
ま

し
ょ
っ
。
①
め
ま
い
・
吐
き
気

・
胸

痛

・
動
悸
な
ど
が
続
い
た
り
、
不
整

脈
を
感
じ
る
と
き
は
、
思
い
き
っ
て

ス
ピ
ー
ド
を
落
し
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
そ
の
状
態
が
続
く
と
き
は
、
医

師
の
診
断
を
受
け
ま
す
。
②
め
ざ
め

が
悪
い
、
全
身
的
に
だ
る
さ
が
残
る

食
欲
減
退
な
ど
体
調
が
悪
く
な
る
と

き
は
、
時
間
を
少
な
め
に
し
、
週
２

～
３
回
程
度
に
し
ま
す
。
③
筋
肉
痛

は
、
継
続
す
れ
ば
よ
く
な
り
ま
す
。

①
体
重
の
多
い
人
や
足
が
弱
い
人
は

足
に
負
担
が
少
な
い
運
動

（歩
く
、

自
転
車

・
水
泳

）
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

又
、
全
身
の
関
節
や
筋
肉
を
ほ
ぐ

す
た
め
、
準
備
運
動
を
行
い
、
走
り

終

っ
た
ら
整
理
運
動
を
必
ず
し
ま
し

よ
う
。

k絋 卜,伝

カ ントは絵画 グループ「泉」

粟 田 世 志 子 (久恵)

鬱 醇誠角胞
〔児童向き〕 団谷真介「こんやは
お`つきみ」 國長崎源之助「たけの

はさやさや」 団ふるたたるひ「ロ

ボット・カミイ」 圃メアリーチャル

マーズ「才_、` とうさんねこのおくりも

の」 団吉村元男「クノクの小屋は

ごみテレビ」 鰻 G・ デムイキナ「ぼ

く空をとんだよJ Ωイアン・フレミ

ング「チキチキバンバン」

〔一般向き〕 畷前原大輔編「大人
なんかにわかってたまるか」 団古

谷二敏「男の手料理」 國本田英郎

「存在しない子どもたち」 國神津

カンナ「親離れするとき読む本」

國開高健「片隅の迷路」 団浜美枝
「やまぼうしの花が咲いた」 畷松

浦幸三編「日本映画史大鑑J

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
①

シ
リ
ー
ズ
　
私
た
ち
の
仲
間

「
グ
ル
ー
プ
泉
」

國郷土史研究会が郷土史資料 2冊を

発刊=郷土史|ヽK]係資料の発刊を続け

ている筑後郷土史研究会から、この

ほど「筑後市むらの生いたちの記=

改訂古川編 。西牟田編」と「筑後市

内に残る五つの町」と題する郷土史

関係資料が出版された。

出版編者は、いずれも同郷土史研

究会副会長の右田乙次郎さん (76-

中折地)で、「改訂版むらの生いた

ちの記」はB5版 57ベージ、写真140

枚入、価格400円、郵送料200円「筑

後市内に残るこつの町」は、B5版、
39ベ ージ、写真78枚、地図 7枚人、

価格500円 、送料170円。

中し込みは、市郷土資料館 (水田

区17番地 電③8246)へ。

□みんなの体力づくり□
保健シリーズ①
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